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役場からのお知らせ

  

南
会
津
町
こ
ど
も
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庭
セ
ン
タ
ー

南
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も
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庭
セ
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「
え
が
お    

ぷ
ら
す
」
を
開
設
し
ま
し
た

ぷ
ら
す
」
を
開
設
し
ま
し
た

0１
  informationinformation

　

５
月
5
日
よ
り
、
よ
り
安
心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、

健
康
福
祉
課
内
に
「
南
会
津
町
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
〝
え
が
お  

ぷ
ら
す
〟」

を
開
設
し
ま
し
た
。

　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
は
、
既
設
の

「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

に
児
童
福
祉
部
門
（
虐
待
・
貧
困
対
策

等
）
と
母
子
保
健
部
門
を
統
合
し
、
全

て
の
妊
産
婦
と
子
ど
も
、
保
護
者
を
支

援
す
る
機
関
と
な
り
ま
し
た
。

　

妊
娠
や
出
産
、
子
育
て
の
様
々
な
相

談
に
応
じ
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
や
お
手

伝
い
が
で
き
る
機
関
を
紹
介
す
る
な

ど
、
町
民
が
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　

妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
に
関
す
る
お

悩
み
は
、
ぜ
ひ
「
え
が
お  

ぷ
ら
す
」

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
内
容
】

　

妊
娠
や
出
産
・
お
お
む
ね
18
歳
く
ら

い
ま
で
の
子
育
て
等
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

例
え
ば
・
・
・

◆
発
達
障
が
い
に
つ
い
て
知
り
た
い

◆
こ
と
ば
の
発
達
が
遅
い
気
が
す
る　

◆
発
音
が
気
に
な
る

◆
勉
強
に
つ
い
て
い
け
な
い
み
た
い

◆
夜
泣
き
が
続
い
て
つ
ら
い　

【相談方法】
◇電　話　0241-62-6170
◇メール　egao@minamiaizu.org
◇来庁・訪問

【相談時間】
◇役場開庁日の午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分まで
◇メールは終日受け付けます。
　（返信は翌日になる場合もあります）
◇スタッフが不在の場合は、折り返しご連絡します。
◇秘密は厳守します。

【
相
談
ス
タ
ッ
フ
】

　

子
育
て
支
援
専
門
員（
公
認
心
理
師
）

を
中
心
に
、
保
健
師
や
保
育
士
が
関
係

機
関
と
連
携
し
て
、保
護
者
や
ご
家
族
、

お
子
さ
ん
ご
本
人
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

ご
相
談
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
が

〝
ホ
ッ
〟
と
笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
に
丁

寧
に
対
応
し
ま
す
。

◆
不
妊
・
不
育
の
治
療
は
ど
こ
で
し
た

　

ら
い
い
の

◆
最
近
子
ど
も
が
な
ん
と
な
く
元
気
が

　

な
い
よ
う
に
感
じ
る

◆
近
所
の
家
で
子
ど
も
の
泣
き
声
が
聞

　

こ
え
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

インスタグラムの開設

　南会津町こども家庭センター 「えがお ぷらす」開
設に伴い、インスタグラムを開設いたしました。
　妊娠・出産、子どもに関することや子育てに関する
情報を随時発信していきます。ぜひ、ご覧ください。

　南会津町こども家庭センター
　　「えがお ぷらす」（インスタグラム）▶

　

こ
れ
か
ら
仕
事
、
結
婚
、
子
育
て
な

ど
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
向
き
合
う
10

代
か
ら
30
代
の
社
会
人
の
方
向
け
に
、

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
き
っ
か
け

を
提
供
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　【問合せ】
　　総合政策課  企画政策係　
　　　　　　電話  0241-62-6210

  

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

  　
　
　
　
　
　
　

を
開
催
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　

を
開
催
し
ま
す
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申込方法

　次の申込フォームからお申
込みください。

申込みフォーム
　　　　はコチラ▶

【
開
催
日
時
】

　

７
月
19
日
（
金
）
午
後
３
時
～
５
時

　

７
月
20
日
（
土
）
午
前
10
時
～
正
午

【
開
催
場
所
】

　

御
蔵
入
交
流
館　

多
目
的
ホ
ー
ル

【
対
象
者
】

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

➊
10
代
か
ら
30
代
ま
で
の
社
会
人

➋
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
、ま
た
は
、

　

町
内
に
勤
務
す
る
方

➌
独
身
の
方

【
内
容
】

リ
ク
ル
ー
ト
ブ
ラ
イ
ダ
ル
総
研

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
ツ
ー
ル「
人
生
ワ
ゴ
ン
」

【
講
師
】　

　

リ
ク
ル
ー
ト
ブ
ラ
イ
ダ
ル
総
研
所
長

　

落
合　

歩

【
参
加
費
】

　

無
料

  

情
報
技
術
普
及
支
援

情
報
技
術
普
及
支
援

  　
　
　
　

補
助
制
度
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　

補
助
制
度
の
お
知
ら
せ
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町
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
普
及
に

関
す
る
人
材
育
成
を
促
進
す
る
た
め
、

情
報
処
理
技
術
者
試
験
（
国
家
試
験
）

の
受
験
に
対
し
、
次
の
と
お
り
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

【
交
付
対
象
者
】

➊
本
町
に
住
所
を
有
し
、
令
和
６
年
４

　

月
２
日
現
在
、
満
12
歳
以
上
の
方

➋
本
町
に
所
在
す
る
事
業
所
に
所
属
、

　

ま
た
は
、
そ
の
見
込
み
で
あ
る
方

【
対
象
試
験
】

　

情
報
処
理
技
術
者
試
験
の
う
ち
、
次

の
い
ず
れ
か
の
試
験

　【申込み・問合せ】
総合政策課  広報情報係  電話  0241-62-6210

➊
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
試
験

➋
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
試
験

➌
基
本
情
報
技
術
者
試
験

【
補
助
金
額
】

　

７
，
５
０
０
円

※
年
度
内
、
受
験
１
回
の
み
補
助
対
象

　

と
し
ま
す
。

【
受
付
期
間
】

　

６
月
12
日（
水
）か
ら
２
月
28
日（
金
）

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
受
付
を
終
了

　

し
ま
す
。

申請方法
　➊受験申込手続きの前に、補助金交付申請
　　手続きをしてください。
　➋申請書の様式は、町のホームページから
　　ダウンロードしてください。

　　　　　ホームページはコチラ▶

【
そ
の
他
】

　

７
月
19
日
（
金
）
の
セ
ミ
ナ
ー
終
了

後
、
午
後
６
時
よ
り
参
加
者
に
よ
る
異

業
種
交
流
会
（
有
料
）
を
開
催
し
ま
す
。

※
参
加
は
任
意
で
す
。

メールでの
ご相談は
はコチラ
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役場からのお知らせ

その他

その他詳細
　について
　　はコチラ▶

（町ホームページ）

  

介
護
保
険
料
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

介
護
保
険
料
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
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所得段階
保険料年額

対　　象　　者令和３年度
～５年度

令和６年度
～８年度

第１段階 21,600 円 20,520 円

◆生活保護受給者又は老齢福祉年金受給者であっ
　て世帯全員が住民税非課税の方
◆世帯全員が住民税非課税で、本人の合計所得金
　額と課税年金収入の合計が 80 万円以下の方

第２段階 36,000 円 34,920 円
◆世帯全員が住民税非課税で、本人の合計所得金
　額と課税年金収入の合計が 80 万円を超え 120
　万円以下の方

第３段階 50,400 円 49,320 円 ◆世帯全員が住民税非課税で、本人の合計所得金
　額と課税年金収入の合計が 120 万円を超える方

第４段階 64,800 円 64,800 円
◆住民税課税世帯で、本人が住民税非課税であっ
　て合計所得金額と課税年金収入の合計が80万円以下
　の方

第５段階
〔基準額〕 72,000 円 72,000 円

◆住民税課税世帯で、本人が住民税非課税であっ
　て合計所得金額と課税年金収入の合計が 80 万
　円を超える方

第６段階 86,400 円 86,400 円 ◆本人が住民税課税で、合計所得金額が 120 万円　
　未満の方

第７段階 93,600 円 93,600 円 ◆本人が住民税課税で、合計所得金額が 120 万円
　以上で 210 万円未満の方

第８段階 108,000 円 108,000 円 ◆本人が住民税課税で、合計所得金額が 210 万円
　以上で 320 万円未満の方

第９段階 122,400 円 122,400 円 ◆本人が住民税課税で、合計所得金額が 320 万円
　以上で 420 万円未満の方

第10段階 136,800 円 ◆本人が住民税課税で、合計所得金額が 420 万円
　以上で 520 万円未満の方

第11段階 151,200 円 ◆本人が住民税課税で、合計所得金額が 520 万円
　以上で 620 万円未満の方

第12段階 165,600 円 ◆本人が住民税課税で、合計所得金額が 620 万円
　以上で 720 万円未満の方

第13段階 172,800 円 ◆本人が住民税課税で、合計所得金額が 720 万円
　以上の方

　

町
で
は
、
第
９
期
目
の
南
会
津
町
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
と
南
会
津
町
介
護

保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
の
高
齢
者

と
な
り
、
労
働
力
不
足
や
医
療
体
制
の

崩
壊
な
ど
の
様
々
な
問
題
が
起
き
る
可

能
性
が
あ
る
令
和
７
年
度
を
含
め
、
令

和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
に
至
る
３

年
間
の
事
業
計
画
を
定
め
た
も
の
で
す
。

【
計
画
の
目
標
】

　

す
べ
て
の
人
々
が
支
え
合
い
、
住
み

慣
れ
た
場
所
で
安
心
し
て
暮
ら
す
体
制

を
確
立
し
、
認
知
症
施
策
、
介
護
人
材

不
足
問
題
等
に
向
き
合
い
「
～
住
み
慣

れ
た
場
所
で
最
期
ま
で
誰
も
が
輝
け
る

～
〝
笑
顔
あ
ふ
れ
る
共
生
社
会
〟
を
つ

く
る
ま
ち
」
を
目
指
し
ま
す
。

【
第
９
期
計
画
重
点
施
策
】

➊
４
月
か
ら
県
立
南
会
津
病
院
内
へ
の

　

包
括
ケ
ア
病
棟
の
開
設
を
機
に
、
在

　

宅
医
療
と
介
護
連
携
ま
た
は
在
宅
復

　

帰
支
援
を
行
う
機
能
を
強
化
す
る
こ

　

と
で
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
そ

　

の
も
の
の
深
化
を
推
し
進
め
ま
す
。

　【申込み・問合せ】
　　健康福祉課  介護保険係  電話  0241-62-5050
　　舘岩総合支所  町民課  住民係  電話  0241-78-3325
　　伊南総合支所  町民課  住民係  電話  0241-76-7713
　　南郷総合支所  町民課  住民係  電話  0241-72-2225

  

住
み
慣
れ
た
場
所
で

住
み
慣
れ
た
場
所
で

  

最
期
ま
で
誰
も
が
輝
け
る
た
め
に

最
期
ま
で
誰
も
が
輝
け
る
た
め
に
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第９期高齢者保健福祉計画
　　　　　介護保険事業計画
　　　　　　　についてはコチラ▶
　　　　　　　　（町ホームページ）

【
介
護
保
険
料
の
改
正
】

　

介
護
保
険
料
は
、
３
年
に
一
度
見
直

し
が
行
わ
れ
、
令
和
６
年
度
か
ら
介
護

保
険
料
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）
の

月
額
保
険
料
（
基
準
額
）
は
こ
れ
ま
で

と
同
じ
６
，
０
０
０
円
を
維
持
し
ま
す

が
、
所
得
段
階
が
第
9
段
階
か
ら
第
13

段
階
へ
多
段
階
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
（
第
１

～
３
段
階
）
の
人
の
介
護
保
険
料
を
軽

減
し
て
い
ま
す
。

【
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
改
定
】

　

介
護
報
酬
の
改
定
に
伴
っ
て
、
介
護

職
員
な
ど
の
職
員
の
処
遇
改
善
の
た
め

の
加
算
が
図
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

ご
利
用
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
業
者
が
こ
の

制
度
を
利
用
・
申
請
し
た
場
合
、
6
月

以
降
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
が
上
が
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【問合せ】　健康福祉課  介護保険係　電話  0241-62-5050

　

令
和
２
年
度
か
ら
運
行
し
て
い
ま
す

「
南
会
津
町
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
」
に

つ
い
て
、
町
民
に
と
っ
て
、
親
し
み
や

す
く
覚
え
や
す
い
「
愛
称
」
を
募
集
し

ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
ご

応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
応
募
規
定
】

➊
覚
え
や
す
く
親
し
み
や
す
い
も
の 

※
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
使
用
し
な
い
こ
と

➋
南
会
津
町
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
っ
て
い
て

　

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
も
の

➌
応
募
者
自
身
の
創
作
に
よ
る
未
発
表

　

の
も
の
で
、
第
三
者
の
著
作
権
、
商

　

標
権
な
ど
の
知
的
財
産
権
を
侵
害
し

　

な
い
も
の

【
応
募
方
法
】

➊
応
募
は
1
人
１
点
ま
で
と
し
ま
す
。

➋
応
募
用
紙
を
提
出
す
る
か
申
込
フ
ォ

　

ー
ム
か
ら
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
総
合
政
策
課
、
各
総
合

　

支
所
窓
口
で
受
け
取
り
可
能
で
す
。

　【問合せ】
　　総合政策課  地域振興係  
　　　　　電話  0241-62-6210

  

南
会
津
町
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

南
会
津
町
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

  　
　
　
　

の
愛
称
を
募
集
し
ま
す

　
　
　
　

の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
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【
対
象
者
】

　

６
月
１
日
現
在
で
町
に
住
所
を
有
す

る
方
。

【
結
果
発
表
】

　

愛
称
と
最
優
秀
作
品
提
案
者
の
氏
名

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
町
広
報
紙
に

お
い
て
公
表
し
ま
す
。

【
選
考
方
法
】

　

応
募
の
中
か
ら
、
町
公
共
交
通
対
策

協
議
会
に
お
い
て
選
定
さ
れ
た
最
優
秀

作
品
を
愛
称
に
決
定
し
ま
す
。

　

最
優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
、
賞
品
を

ご
用
意
し
ま
す
。

【
応
募
締
切
】

　

6
月
30
日
（
日
）
ま
で

応募フォーム
はコチラ

➋
生
活
課
題
の
解
決
や
改
善
に
向
け
て

　

検
討
す
る
自
立
支
援
型
地
域
ケ
ア
会

　

議
の
深
化
と
相
談
案
件
に
対
し
、
担

　

当
係
を
越
え
た
相
談
窓
口
と
検
討
ケ

　

ー
ス
会
議
を
設
置
し
、
切
れ
目
な
い

　

支
援
体
制
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

❸
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
や
成

　

年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
、
認
知
症

　

カ
フ
ェ
の
運
営
な
ど
の
認
知
症
施
策

　

の
推
進
を
強
化
し
ま
す
。
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役場からのお知らせ

  

南
会
津
町
消
防
団
検
閲
式

南
会
津
町
消
防
団
検
閲
式

  　
　
　
　
　

消
防
団
功
労
者
表
彰

　
　
　
　
　

消
防
団
功
労
者
表
彰
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令
和
６
年
度
消
防
団
功
労
者
表
彰
の

対
象
団
員
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
生
存
者
叙
勲
・
藍
綬
褒
章

　
▼
瑞
宝
単
光
章

　
　
　

大
山　

道
明

　
▼
藍
綬
褒
章

　
　
　

赤
井　

美
洋

消
防
庁
長
官
表
彰

　
▼
永
年
勤
続
功
労
章

　
　　

湯
田　
　

守
、
五
十
嵐　

哲

　
▼
１
号
銀
杯

　
　　

舟
木　

浩
隆
、
室
井　

康
徳
、

　
　
　

渡
部　

豊
和
、
芳
賀　

則
男
、

　
　
　

星　
　

正
行
、
馬
場　

浩
行
、

　
　
　

馬
場　
　

徹
、
佐
藤　

隆
士
、

　
　
　

斎
藤　

正
和

　
▼
２
号
銀
杯

　　
　

佐
藤　

弘
和
、
稲
月　

一
也
、

　
　
　

湯
田　

昌
樹
、
渡
部　

貴
志
、

　
　
　

渡
部　

友
一

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

　
▼
勤
続
章

　
　
　

阿
久
津
高
俊
、
金
子　

雄
一
、

　
　
　

渡
部　

友
幸
、
星　
　

隆
一
、

　
　
　

平
野　

和
義
、
五
十
嵐
芳
道
、

福
島
県
消
防
協
会
定
例
表
彰

　
▼
功
績
章

　
　
　

宮
崎　

博
之
、
平
野　

知
則
、

　
　
　

渡
部　

英
男

　
▼
精
勤
章

　
　
　

室
井　

健
弘
、
室
井　

夏
雄
、

　
　
　

猪
俣　

秀
規
、
渡
部　

嘉
一
、

　
　
　

阿
久
津
文
稔
、
伊
奈
野
進
一
、

　
　
　

馬
場　
　

保
、
齋
藤　
　

成
、

　
　
　

馬
場　

信
行

　
▼
退
職
団
員
感
謝
状

　
　
　

佐
藤　

洋
一
、
湯
田　

哲
郎
、

　
　
　

高
橋　

一
成
、
舟
木　

浩
隆
、

　
　
　

佐
藤　

弘
和
、
室
井　

康
徳
、

　
　
　

稲
月　

一
也
、
渡
部　

豊
和
、

　
　
　
平
野　

義
弘
、
芳
賀　

則
男
、

　
　
　

星　
　

正
行
、
岡
本　

寛
司
、

　
　
　

八
須
賀
文
廣
、
山
内　

秀
剛
、

　
　
　

芳
賀　

隆
徳
、
馬
場　
　

徹
、

　
　
　

河
原
田
庄
佐
、
斎
藤　

正
和

福
島
県
消
防
協
会
南
会
津
支
部
長
表
彰

　
▼
功
績
章

　
　
　

星　
　

智
仁
、
渡
部　

義
久
、

　
　
　

君
島　

義
史
、
星　
　

隆
司
、

　
　
　

大
山　

高
信
、
橘　
　
　

昭
、

　
　
　

星　
　

秀
紹
、
河
原
田
健
一

　
▼
優
良
章

　
　
　

星　
　

明
人
、
川
井　
　

匠
、

　
　
　

児
山　

裕
巨
、
森　
　

徳
弘
、

　
　
　

大
山　

雅
之
、
大
山　
　

修
、

　
　
　

湯
田　
　

真
、
阿
久
津
秀
幸
、

　
　
　

星　

健
志
郎
、
君
島　

正
希
、

　
　
　

管
家　

輝
明
、
平
野　

秀
一
、

　
　
　

阿
久
津
研
二
、
角
田　

大
樹
、

　
　
　

宗
像　

堅
固
、
齋
藤　

桂
二
、

　
　
　

星　
　

泰
広
、
馬
場　

洋
平
、

　
　
　

馬
場　

正
倫
、
渡
部　

吉
長
、

　
　
　

齋
藤　

勝
司
、
馬
場　
　

亮
、

　
　
　

馬
場　

健
太
、五
十
嵐 　

大
、

　
　
　

星　
　

正
智
、
五
十
嵐
義
人

　
▼
勤
続
章

　
　
　

舟
木　
　

理
、
芳
賀　

員
人
、

　
　
　

舟
木　
　

健
、
大
竹　

智
樹
、

　
　
　

大
竹　

弘
樹
、
渡
部　

喜
文
、

　
　
　

湯
田　

敏
光
、
渡
部　

亮
平
、

　
　
　

佐
藤　

善
宣
、
荒
井　

大
樹
、

　
　
　

阿
久
津
和
隆
、
山
田　
　

潤
、

　
　
　

齋
藤　

一
太
、
大
竹　
　

聡
、

　
　
　

酒
井　
　

敬
、
阿
久
津
直
弘
、

　
　
　

平
野　

一
樹
、
小
野　

賢
二
、

　
　
　

月
田　
　

勇

福
島
県
知
事
表
彰

　
▼
功
績
章

　
　
　

平
野　

睦
夫

　
▼
精
勤
章

　
　
　

馬
場　

要
助

　
▼
永
年
勤
続
章

　
　
　

白
岩　

良
之
、
湯
田　

明
宏
、

　
　
　

室
井　
　

稔
、
柏
倉　
　

貴
、

　
　
　

星　
　

善
介
、
村
上　

祐
男
、

　
　
　

渡
部　

義
久
、
湯
田　

守
俊
、

　
　
　

広
野　

武
宏
、
福
田　

謙
吉
、

　
　
　

星　
　

定
信
、
鈴
木　

隆
徳
、

　
　
　

阿
久
津
孝
明
、
堀
江　

篤
郎
、

　
　
　

平
野　

慎
也
、
中
丸　
　

信

　
▼
親
子
等
消
防
表
彰

　
　
　

星　
　

由
浩
、
星　
　

陽
喜

会
津
地
方
纏ま

と
い会

表
彰

　

▼
優
良
章

　
　
　

江
黒　

佳
嗣
、
星　
　

恵
多

　

４
月
23
日
、
町
消
防
団
の
検
閲
式
が

県
道
高
陦
田
島
線
中
町
地
内
と
御
蔵
入

交
流
館
で
行
わ
れ
、
団
員
約
３
６
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

来
賓
や
地
域
住
民
の
方
々
が
見
守
る

中
、
閲
団
や
通
常
点
検
、
機
械
器
具
点

検
、
分
列
行
進
が
行
わ
れ
、
団
員
た
ち

は
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま

し
た
。

南
会
津
町
消
防
団
長
表
彰

　
▼
功
績
章

　
　
　

津
吹　

雅
之
、
大
橋　

真
人
、

　
　
　

大
竹　

哲
史
、
湯
田　

芳
樹
、

　
　
　

倉
本　

大
祐
、
星　
　

明
人
、

　
　
　

川
井　
　

匠
、
湯
田　

知
之
、

　
　
　

阿
久
津
幸
司
、
広
野　

雅
洋
、

　
　
　

室
井
裕
次
郎
、
大
竹　

喜
成
、

　
　
　

児
山　

裕
巨
、
大
山　
　

修
、

　
　
　

大
山　

雅
之
、
湯
田　
　

真
、

　
　
　

阿
久
津
秀
幸
、
星　

健
志
郎
、

　
　
　

君
島　

正
希
、
管
家　

輝
明
、

　
　
　

平
野　

秀
一
、
角
田　

大
樹
、

　
　
　

齋
藤　

桂
二
、
近
藤　

啓
樹
、

　
　
　

齋
藤　

勝
司
、
岩
渕　

孝
晴
、

　
　
　

馬
場　

貴
洋
、
星　
　

正
智

分列行進に花を添えた吹奏楽部の演奏

　

ま
た
、検
閲
式
で
は
初
め
て
と
な
る
、

南
会
津
高
校
と
田
島
中
学
校
の
吹
奏
楽

部
に
よ
る
演
奏
も
行
わ
れ
、
ラ
ッ
パ
隊

と
と
も
に
団
員
の
士
気
を
高
め
ま
し
た
。

　

御
蔵
入
交
流
館
駐
車
場
で
は
、
第
１

支
団
か
ら
選
抜
さ
れ
た
精
鋭
に
よ
る
小

隊
訓
練
が
披
露
さ
れ
、
指
揮
者
の
号
令

に
合
わ
せ
て
、
団
員
た
ち
が
規
律
正
し

く
、
縦
隊
や
横
隊
の
方
向
変
換
、
そ
し

て
隊
形
の
変
換
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
表
彰
式
で
は
消
防
活
動
で
の

功
労
や
功
績
を
た
た
え
、
本
部
員
や
各

団
員
に
表
彰
状
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表彰を受ける阿久津高俊さん

南
会
津
町
長
・
南
会
津
町
消
防
団
長
表
彰

　
▼
10
年
間
無
火
災

　
　
　

第
1
支
団
第
1
分
団
第
8
部

　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
（
栗
生
沢
）

　
　
　

第
1
支
団
第
3
分
団
第
6
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
糸
沢
）

　
　
　

第
1
支
団
第
3
分
団
第
7
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
羽
塩
）

　
　
　

第
2
支
団
第
1
分
団
第
1
部

　
　
　
（
湯
ノ
花
・
水
引
・
川
衣
・
木
賊
）

　
　
　

第
2
支
団
第
3
分
団
第
6
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鴇
巣
）

　
　
　

第
2
支
団
第
3
分
団
第
9
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
片
貝
・
富
山
）

　
▼
５
年
間
無
火
災

　
　
　

第
1
支
団
第
2
分
団
第
2
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
塩
江
）

　
　
　

第
1
支
団
第
2
分
団
第
5
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
静
川
）

　
　
　

第
1
支
団
第
3
分
団
第
3
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
関
本
）

　
　
　

第
2
支
団
第
3
分
団
第
10
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
山
）

少年消防クラブの皆さん
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役場からのお知らせ

　

会
津
地
方
在
住
者
や
会
津
に
縁
の
あ

る
作
家
た
ち
に
よ
る
総
合
美
術
展
「
風

１
２
１
」
た
じ
ま
展
が
５
年
振
り
に
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

芸
術
家
た
ち
の
書
、
絵
画
、
彫
刻
と

い
っ
た
作
品
を
間
近
で
鑑
賞
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
の
で
、

皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
時
】

　

７
月
６
日
（
土
）
～
７
月
14
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
初　

日　

午
後
３
時
～
午
後
５
時

　

最
終
日　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
開
催
場
所
】

　

御
蔵
入
交
流
館　

多
目
的
ホ
ー
ル

【
美
術
教
室
の
開
催
】

　【申込み・問合せ】
　　生涯学習課  芸術文化係  
　　　　　　電話  0241-62-6311

  

２
０
２
４
美
術
展「
風
１
２
１
」

２
０
２
４
美
術
展「
風
１
２
１
」

  　
　
　
　
　
　
　

た
じ
ま
展
開
催

　
　
　
　
　
　
　

た
じ
ま
展
開
催
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ま
た
、
美
術
展
に
合
わ
せ
て
「
美
術

教
室
」
を
行
い
ま
す
。

　

美
術
展
に
出
展
す
る
画
家
の
方
々
が

講
師
を
務
め
、
水
彩
画
や
油
絵
な
ど
の

様
々
な
絵
の
描
き
方
を
分
か
り
や
す
く

教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

美術教室の概要

【日　時】　７月７日 （日）午前10時～午後３時
　　　　※午前９時50分御蔵入交流館
　　　　　多目的ホール （美術展会場）集合
【場　所】　御蔵入交流館祇園会館周辺
【持ち物】　昼食、飲み物、帽子等熱中症対策品、
　　　　　絵の具、パレット、絵筆、
　　　　　図画版など絵を描くのに必要なもの
【応募〆】　６月21日 （金）まで

　

地
酒
で
乾
杯
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
次
の
と
お
り
乾
杯
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
純
米
酒
の
ふ
る
ま
い
の
ほ

か
、
有
料
で
純
米
大
吟
醸
酒
の
ふ
る
ま

い
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
乾
杯
条
例
の
連
携
企
画
と
し

て
那
須
塩
原
市
の
牛
乳
の
ふ
る
ま
い
も

実
施
し
ま
す
の
で
、
お
子
様
連
れ
の
方

も
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
本
庁
舎
役
場

駐
車
場
の
利
用
が
一
部
制
限
さ
れ
ま
す

の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　【問合せ】
　　地酒で乾杯！プロジェクト事務局
　　　　　　　　　電話  0241-62-3000

  

「
南
会
津
の
日
本
酒
で
乾
杯
！

「
南
会
津
の
日
本
酒
で
乾
杯
！

  　

２
０
２
４
」
が
開
催
さ
れ
ま
す

　

２
０
２
４
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
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【
開
催
日
時
】

　

６
月
21
日
（
金
）

　
　

午
後
５
時
30
分
～
午
後
７
時
15
分

【
開
催
場
所
】

　

役
場
本
庁
舎
駐
車
場

※
午
後
2
時
よ
り
駐
車
場
を
一
部
閉
鎖

【
内
容
】

　

町
内
４
蔵
元
の
日
本
酒
で
一
斉
乾
杯

を
実
施
し
ま
す
。

　

日
本
酒
の
提
供
の
ほ
か
、
牛
乳
の
ふ

る
ま
い
や
、
日
本
酒
ス
イ
ー
ツ
と
オ
リ

ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
販
売
、
乾
き
物
つ
か

み
取
り
ゲ
ー
ム
も
行
わ
れ
ま
す
。

その他

その他詳細
　についてはコチラ▶
　　（町ホームページ）

　５月3日、地域住民によって江戸時代から受け継がれ、
町の重要無形民俗文化財に指定されている鋏山の山焼
きが行われました。
　約90ha（東京ドーム19個分）の山全体に火を放ち、
枯草を焼くことで、地表に陽光が差し込みやすくなり、
春の芽吹きが促進されるほか、害虫の発生や、つる性
植物の繁茂を防ぎます。
　また、５月26日には、同敷地内がワラビなどの山菜
が採れるワラビ園として開園。６月末まで山菜採取を
楽しむことができます。

鋏山の山焼き

００年以上続く山の保全３

山頂に集まり打合せを行う地域住民の方々

火柱を上げて燃える山

　５月22日、各地の酒蔵が日本酒のできを評価する全
国新酒鑑評会の結果が発表され、特に優れた金賞に、
花泉酒造の「ロ万」と開当男山酒造の「開当男山」の
２点が選ばれました。
　県内からは31銘柄が入賞し、そのうち18銘柄が金賞
に選ばれ、金賞数は19点の兵庫県に一歩及ばなかった
ものの、入賞数は全国で最も多い結果となりました。
　花泉酒造は５回目の出品で初の金賞に輝きました。
南郷地域で栽培した県の酒造好適米「福

ふ く の か

乃香」など、
全て地元の材料だけを使用。また、今回出品された日
本酒の中で唯一、もち米を活用した「四段仕込み」で
仕上げました。杜氏の中丸信

しん

さん（下山口）は「もち
米を使った酒で金賞を取るのは無理だと言われ続けて
きたが、高い評価をいただけたことは嬉しい。これを
励みに精進したい」と話しました。
　また、県酒造組合会長で開当男山酒造 ・蔵元の渡部
謙
けんいち

一さん（中荒井）は「金賞と入賞の差は紙一重で、
金賞・入賞数がもっとも多い本県の品質は全体的に上
がっています。今後も協力しながら品質の良い酒を皆
さんに届けられるようまい進したい」と話しました。

全国新酒鑑評会　町内２点が金賞に

まい酒造りに情熱を燃やす蔵人たちう

花泉酒造の皆さん

開当男山酒造の皆さん


